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平成２６年度  なんぷ～香房事業実績報告書 

（就労継続支援（Ｂ型）事業） 

 

第１ 総括 

平成２６年度は、平成２５年４月に施行された障害者総合支援法の理念に沿って、障がい

の有無にかかわらず地域社会の中で自立した生活ができるように、合理的な配慮を基本とし

た質の高い支援サービスの提供に努めました。 

特に、消費税率の引上げに伴う消費傾向の鈍化が顕著な経済情勢の中で、高い工賃を支給

することはかなり高いハードルでありますが、個人の特性にあった個別支援計画の内容によ

り支援サービスの充実化を図ると共に、新たな製造機器等の導入や人員配置の適正化を進め

たことで、年度当初に設定した目標工賃額を配分することが出来ました。 

また、なんぷ～香房は、食品製造を行う事業所として関連する法律等を遵守し、安心かつ

安全な食品の提供ができるよう次の８点を重点に各種生産事業の運営に努めました。 

 

１ 工賃向上計画の見直し 

 ご利用者の工賃額の向上を図るために、工賃向上計画に基づき既存事業の円滑かつ効率的

な運営に努めると共に、商品開発と製品の見直し等の対応を行いました。 

２ イベント等の実施 

   事業所の開設７周年に伴い、販売店舗において記念セールを開催すると共に、年間をとお

した毎月の「パンの日」の設定や季節に応じたセールを実施しました。また、地域住民を対

象としたパン教室も実施しました。 

３ 個別支援計画と就労支援の質の向上 

   個別支援計画の作成については、ご利用者との面接を基本として障がい特性等に配慮した

計画内容となるように努めました。また、就労支援サービスの提供は、個別支援計画に基づ

き総合的なサービスの提供を行うと共に、６カ月毎にモニタリングとサービス提供に関する

意向の聴取をとおして就労支援の質の向上を図りました。 

 ４ 主力製品の開発 

消費税率の改定に伴う資材費や電気料金等の値上げに対応するために、既存商品の入れ替

えやヒット商品等の商品開発を積極的に進めるとともに、適正な価格帯による販売に努めま

した。 

５ 業務の効率化 

学校給食会様の平成２６年度補助金を受けて、急速冷凍庫を導入したことにより、効率的

な作業工程が確立され生産活動等の計画的かつ円滑な運営が可能となるなど、生産事業の効

率化が図られました。 

６ 衛生管理の強化 

    事業所で策定した衛生管理マニュアルを遵守し、定期的な品質チェック管理と各職員の衛

生管理に対する意識向上を図りました。また、食品表示についても適正な内容となるよう研

修会への参加や情報収集等を積極的に行いました。 

 ７ ご家族との連携強化と情報の共有 

    各ご家族宅へ訪問し、ご利用者の支援に関わる情報提供並びに支援に必要な情報等の聴取を

行うことにより、ご家族との信頼関係の強化や支援サービスの情報交換を行いました。 

 ８ 就労研修の実施 

    就労意欲や動機付けなどの就労に必要な知識の習得や自立に対する能力向上を目的とし

て、宿泊研修を実施し、ご利用者の就労スキルと地域生活に必要な意識の醸成に努めました。 
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第２ 運営組織 

（１）職員配置状況（平成２７年 ３月 ３１日現在） 

   事業の円滑な運営と支援サービスの適正化を図るために、次の職員配置で進めました。 

区 分 所 長 サビ管 地域支援係 生産就労係 
パート 

（職業支援員） 
総務 計 

男 性 １ １ ３ ５   １０ 

女 性   ４ ２ ５ １ １２ 

計 １ １ ７ ７ ５ １ ２２ 

    

第３ ご利用者の状況（平成２７年３月３１日現在） 

 （１）男女別 

男 性 ２２ 

女 性 １８ 

計 ４０ 

（２）年齢別 

区分 
～20 

未満 

20～ 

29 

30～ 

39 

40～ 

49 

50～ 

59 

60～ 

69 

70 

以上 
計 

最高

年齢 

最少

年齢 
平 均 

男性  ６ ５ １ ６ ４  ２２ 67 歳 22 歳 42.6 歳 

女性 ０ １ ２ ６ ５ ４  １８ 66 歳 28 歳 50.0 歳 

計 ０ ７ ７ ７ １１ ８  ４０   46.3 歳 

 （３）障がい別 

区 分 てんかん 自閉傾向 
統 合 

失調症 

身 体 

障がい 
ダウン症 

視 覚

障がい 

聴 覚 

障がい 
内部疾患 体幹機能 

強度行動 

障がい 
心因反応 計 

男 性 １  ４    １     ６ 

女 性 ４  ３ １   １     ９ 

計 ５  ７ １   ２     １５ 

（４）障害支援区分等 

区 分 
障がい程度（療育手帳等） 障害支援区分 合計 

Ａ Ｂ 計 非該当 １ ２ ３ ４ ５ ６  

男 性 ５ １７ ２２   １０ ８ ４   ２２ 

女 性 ５ １３ １８   ４ １０ ４   １８ 

計 １０ ３０ ４０   １４ １８ ８   ４０ 

 

第４ 運営実績 

部 名 分署名 事   業  事 業 内 容 

 

総務係 

 

総務係 
事務処理の効率化 法人各施設と連携し効率的な事務処理を行いました。 

  

金銭管理の徹底 
金銭等については、委託契約に基づき法人各施設と連

携して適正に管理を行いました。 

施 設 管 理 
設備の破損には迅速に対応するなど、施設の適正な維

持管理に努めました 
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総務係 総務係 

職員・利用者の健康管理 

定期健康診断（年２回）と３５歳以上を対象とした生

活習慣病検診を実施し、疾病予防と早期発見に努めま

した。また、ご利用者の特定健診の受診も積極的に推 

進しました。 

食事サービスの向上 

ご利用者に対する食事サービスの向上を図るために、

嗜好調査や検食等を通じ委託業者に対して、メニュー

の見直しや改善を適宜進めました。 

防 災 体 制 

火災を想定した訓練を年４回、地震等に対応した訓練

を年１回実施しました。また、防災の日（９月１日）

に炊き出し訓練を実施し、ご利用者、職員の防災意識

の向上を図りました。 

地域支援 地域支援 

虐 待 の 防 止 

虐待防止に関する内部研修の実施や外部研修会等の参

加を積極的に進めると共に、掲示物等による啓蒙活動

に努めました 

相 談 支 援 

適切な就労支援を実施するために、関係機関と連携を

図りました。また、平成２６年度末が期限である計画

相談についても、相談支援事業所との協力体制を構築

し、円滑に対応できるよう努めました。 

ご 家 族 と の 

連 携 強 化 

ご家族との信頼関係や情報収集を目的として家庭訪問

を実施し、情報の共有化を推進しました。 

他事業所との連携 
法人内の各事業所や他法人との連携を密にし、ご利用

者に対するサポート体制の強化に努めました。 

生産就労 

生産 

生産業務の効率化 
作業時間の短縮と生産性の向上を目的として、急速冷

凍庫等の機器などの導入を推進しました。 

衛生管理の強化 
衛生管理マニュアルを遵守し、職員の意識向上と品質

管理の徹底に努めました。 

工賃向上計画の見

直し 

工賃額向上を目的として、工賃向上計画を見直し、事

業の計画的な運営と収益率の向上を図りました。 

個別支援計画の作成・評価 

支援計画の作成に関しては、ご利用者のニーズを的確

に把握しご利用者並びにご家族の同意を得て進めまし

た。 

イベント等の実施

と啓蒙活動の推進 

開設７周年セールや店舗内において季節に応じたセー

ルを実施しました。また、啓蒙活動の一環として障が

い者週間及び住民からの要望に応じてパン教室を開催

しました。 

製 パ ン 事 業 

パン等の製造を通じて、就業に必要な知識及び技術向

上を図りました。また、商品開発を積極的に行い商品

の入れ替え、人員配置の適正化、災害備蓄用パンの事

業を積極的に推進し、生産性の向上に努めました。 

珈 琲 焙 煎 事 業 
作業を通して、ご利用者の生産活動能力の向上を図る

とともに、販路の拡大に努めました。 

配 食 事 業 

顧客の満足度を高めるため、アンケート調査や検食等

の実施結果に応じて委託業者と適宜調整を行い品質の

維持・向上に努めました。 

就労 

施 設 外 支 援 の 充 実 

職場実習先へ定期的に巡回し、ご利用者の実習に関わ

る調整を行いました。また、担当者の専門性を高める

ために、就労に関わる研修会等の参加に努めました。 

工賃の実績 
ご利用者の平成 26 年度平均工賃額の実績は、時給 299

円で月額平均を 35,303 円として配分を行いました。 
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第５ 職員の研修、研究体制 

 （１）関係機関の主催する各研修会等の参加は次のとおりです。 

研修事業名 参加職員 参加延人数 

北海道社会福祉協議会 支援員 １１名       

日本・北海道知的障害福祉協会 所長、支援員 ８名 

その他 支援員 ８名 

 

（２）事業所主催による研修会は次のとおりです。 

研修名 開催回数 参加延人数 

新任職員研修 １１回 ３年目以下 

（平成 24・25 年度採用職員） 

内部研修会（パン講習会等） １回 ６名（生産就労係） 

階層別研修 ３回 ５名        

 

第６ 年間行事実績 

 平成２６年度の年間事業実績は、別紙１のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 5 - 

別紙 １ 

月 日 施設行事 地域行事 保健衛生 その他（自治活動等）

１日 辞令交付式・新年度体制
２日 新任者法人オリエンテーション
４日 ＧＨなごみ開所茶話会

１０日 婦人科検診
１２日 緑葉台歯科検診
１７日 製パン講習会
１８日 製パン講習会 倖田來未コンサート引率

２２日 施設間交流会 ウィズユーサークル総会

２３日～２５日 店舗７周年記念セール
各町内会総会

１２日 春季外出（帯広）
１９日 前期健康診断
２２日 避難訓練（ぴあ）　決算監査
２６日 避難訓練（香房）
２８日 避難訓練（えーる）
２９日 ご利用者水上さん道知的協会表彰

３１日 なんぷ～香房家族会総会
各日曜日 町内会花見

１日 バンプオブチキンコンサート引率

１０日 避難訓練（ういんぐ）
１６日 避難訓練（はるか）
２１日 北・北海道知的協ソフトボール大会

２３日 パン教室開催（岐阜サロン）

２５日 食品衛生協会巡回指導日

２６日 木村世話人退職
２９日 野球観戦引率
３０日 ソロプチミスト富良野様寄付受領

１日 避難訓練（ひかり）、富所世話人入職

３日 北・北海道知的協パークゴルフ大会（個人・団体優勝）

４日 避難訓練（らいふ）
５日 第３５回『スポ・レク交流会』
８日 避難訓練（あゆみ）

１４日 水野隆夫さん入院～１８日まで
１５日 上富良野中学校施設見学（６名）
１９日 全道パークゴルフ大会参加（４名）
２５日 避難訓練（あおば）
２７日 金山湖水祭り参加（パン販売）
２８日 避難訓練（なごみ）
３０日 避難訓練（備蓄）

５日 避難訓練（ぴあ）
９日 ふくしあ夏祭り協力

１１日 避難訓練（えーる）
１７日 ウィズユーサークル食事会

２０日 避難訓練（はるか）
２１日 花火大会
２８日 避難訓練（ういんぐ）
３０日 南富良野中学校吹奏楽観賞

１日 避難訓練（香房）、防災訓練
６日 第３４回『大乗会ふれあいフェスタ』 ＧＨ慰労会（１回目）

１３日 道の駅感謝祭出店
１６日 ＧＨ慰労会（２回目）

平 成 ２ ６年 度  年 間 主 要 事 業 実 績 報 告 書

【障がい福祉サービス事業所　なんぷ～香房・共同生活援助事業所ぴあ】

就労継続Ｂ型　男性２２名、女性１８名　計４０名
ぴあ   　　　 　　男性２２名、女性２０名　計４２名

５月

在籍利用者
（３月３１日）

９月

４月

７月

８月

６月
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月 日 施設行事 地域行事 保健衛生 その他（自治活動等）

１７日 幾寅神社祭（獅子舞・婦人部協力）

１８日 避難訓練（らいふ）
１９日 ＧＨスタッフ合同研修会開催
２３日 避難訓練（ひかり）
２５日 避難訓練（あゆみ）
３０日 避難訓練（あおば）

３日 スポーツ交流会（８名参加）
６日～８日 全国就労支援部会見本市出展（災害備蓄用パン等販売）

７日 胃がん検診
９日 北海道　上川総合振興局実地指導監査

１４日～１５日 なんぷ～香房研修会実施
１６日 南富良野中学校職業体験受入（４名）

１７日～１８日 道北知的協会すずらんの会参加（２名）

２２日 北・北海道知的協卓球大会参加
２３日 避難訓練（なごみ）
２４日 避難訓練（備蓄）

２５日～３１日 ハロウィンセール
２８日 避難訓練（災害） 後期健康診断（ご利用者のみ）

６日～７日 ご利用者旅行（登別・札幌）
１２日 野瀬花代子さん入院～12/17退院

１３日 かたるべ２０１４参加（４名）
１７日 インフルエンザ予防接種

１８日 避難訓練（えーる） 食品衛生協会巡回指導日

１９日 急速冷凍庫設置
２０日 避難訓練（ういんぐ）
２１日 金山小学校体験実習受入（１名）

２５日 避難訓練（ぴあ）
２７日 普通救急救命講習
２８日 避難訓練（はるか） インフルエンザ予防接種

３～９日 障がい者週間』普及啓発事業（セール、パン教室） パン教室開催
４日 北斗プロレス観戦
８日 法人定例監査

１４日 衆議院選挙日
１７日 ＷＳクリスマス会
１９日 拓殖短期大学実習生受入（２名）
３１日 年越しの会 忘年会

１日 元旦 ＷＳ新年交流会
１０日 加藤世話人退職
１４日 新年会開催、笠原キヨ子様10万円寄付受領

１９日 避難訓練（ひかり）
２１日 避難訓練（らいふ）
２７日 渡邊敦子さん入院～2/4退院
２９日 避難訓練（あおば）
３０日 避難訓練（あゆみ）

１日 中村（鈴）世話人入職
１２日～１４日 バレンタインデーセール

４日 旭川大学　大学生見学（２１名）
９日 鈴木秀昭さん入院～18日退院

１２日 遠藤靖子さん入院～24日退院
２４日 法人研究発表会
２６日 法人定例監査

１２日～１４日 ホワイトデーセール
１７日 健康管理学習会
１８日 日本財団助成車両キャリー納車
２５日 シルバー外出
２６日 北海道集団指導日
３０日 避難訓練（なごみ）

※ 一時帰宅は、ご利用者の状況等により、適宜個別に実施しました。

９月

１月

３月

２月

１０月

１１月

１２月

 


